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ROYAL-TIMES 
－ロイヤルホームの新しい生活－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真= 4F庭園のなでしこ（2022年5月6日） 

 

 

柏とチマキと鯉のぼり 
 
岡 聖史 

2022年 5月 8日     

 5月と言えばこどもの日が真っ先に思い浮か

びます。また、私は花より団子なので、飾り

物よりも柏餅やチマキを連想してしまいま

す。この柏餅とチマキですが、テレビ番組の

調査では東と西の地方でどちらを食べるか分

かれるようです。このように、お祝い事にお

いても地域差・特色というのがあるのが分か

ります。そして、鯉のぼりにおいても、その

土地の特色を生かしている物があるそうで

す。鯉の代わりに「サンマ」や、魚ではない

「牛」を泳がせている地域があるとの事でし

た。鯉のぼりもダイバーシティーですね。 

 

 
  

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

写真＝スペシャルメニュー（2022年4月22日） 

マグロ漬けとネギトロの山かけ丼、香の物、揚げナスのそぼろ
煮、うぐいす豆、すまし汁、ピーチフレッシュゼリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真＝ ヘルスケアネットさん (2021年 4月 某日) 

理美容で明るい気持ちに 

平川 昌史 

2022年 5月 3日 

ロイヤルホームでは毎月第1及び第3土曜日

に株式会社ヘルスケア理美容 ネットワーク

さんから2名美容師、理容師の方にお越しい

ただき理美容を“開店”させていただいてお

ります。おこしいただく理美容のスタッフの

方は皆様穏やかで笑顔がすてきな介助知識に

長けた美容、理容資格をお持ちの専門職の方

となります。またスタッフの方は長年施設に

お越しいただいているのでご入居者様に退屈

いただかないよう様々な話題などおしゃべり

を楽しんでいただく社交場となっておりま

す。 

ご入居者様、特に女性の方におかれましては

毎月の理美容のご利用を心待ちいただいてい

る方も多くおられ、カット、パーマ、毛染め 

などをされた後は女性職員に「どう？」など

と聞かれる場面を多々お見受けいたします。 

理美容のスタッフの方が常に心掛けているこ

とをお聞きすると「手早く※皆様を疲れさせ

ないように」「キレイにセットしてあげた

い」をモット－にされているとの事です。 

また注意していることは「刃物をつかうので

取り扱いには十分注意しながらおこなう」

「ケガのないように心がけている」と安全第

一を最優先に意識されているという事です。 

ご高齢になると、身の回りのことがおろそか

になりがちで、美容に対する意識も低下して

しまう傾向があるそうです。しかし、美容を

楽しめるようになると、気持ちが明るくなる

など精神面での良い影響も期待できます。 

状況に合わせて、車椅子に座った状態や、居

室で行う事もできます。是非ご利用いただき

明るい気持ちで毎日をお過ごし下さい。 

今月のトピック  

＃理美容で明るい気持ちに ＃買い物代行、承ります ＃委員会所為迂回(給食委員会) ＃ドライバー石原の園芸日記 
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買い物代行、承ります 
 

スタッフ紹介 

 

2022年 5月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

岡 聖史 

2022年 5月 3日  

フロイトの精神分析論では、自分が社会的に

好まれない傾向を持っていると (自分で認め

たくない為に) 相手側にその傾向があると思

い込む事を“投射”と呼んでいます。相手に

嫌われている感じがするのは、自分が嫌って

いるからです。元々は「親密な関係」と主張

していますので、反動形成も加わり、相当の

嫌悪を持っていたと推測できます。一日も早

く戦争が終わることを願っています。 

 

近藤 弘成 

2022年 5月 1日 

 

ロイヤルホームではお

買い物代行サービスを承

っています。まず、毎週

ファミリーマートに常備

品の注文を行っていま

す。コンビニでは扱って

いない商品はスーパーの

マルエツにて買い物をし

ております。日用品はも

ちろんのこと「お饅頭を

食べたい」、「サンドイ

ッチを食べたい」といっ

た要望にも対応いたして

おります。 

そして月に2回ですが

ローソンとパン屋さん

(エッセン)の移動販売が

あります。コロナ前は到

着する前からご利用者様

の行列が出来、地元住民も訪れるほど人気で、皆様はついつい多めに買ってしまう様でした。3

密を回避しながらサービスの提供が叶うようになりましたが、少し不便をおかけしている面も

あるかもしれません。以前、皆様に大変好評だったのが、デパ地下とホームのテレビをスカイ

イプで中継したリモートのお買い物でした。ご入居者様のいつもより明るい表情と大きな声で

「あれは何？」、「それ！そのチーズが掛かったパン！」と喜んで頂けたのを思い出します。

食事は皆様の楽しみの一つだと思いますので、新しいITサービスと共に、安全を確保しながら

生活の質を高められるように模索をして参ります。 

 

委員会活動報告 (給食委員会)  

 

岡 聖史 

2022年 5月 9日 

給食委員会では、献立の確認や過去の検

査食の評価結果を照らし合わせながらサー

ビスの改善や業務の改善に取り組んでいま

す。ここ数年は新型コロナウイルスの影響

で会議室に集まって、直接やり取りを行う

事はなくなりました。しかし、厨房のスタ

ッフとは頻繁に接していますので、1回/月 

 

 

の会議を待つ必要がなくなり、以前よりも

早くやり取りが行えるようになった印象が

あります。 

このような状況ですが、1年の内の大仕事

と言えば、毎月の行事に合わせたスペシャ

ルメニューと納涼祭のメニューです。特に

納涼祭のメニュー決めは、通常であれば時

間がかかります。ですが、これも新型コロ 

 

 

ナウイルスの影響により満足のいく開催が実現でき

ていません。集まってはいけない、食べ物の共有は

いけない、マスクを着けていないといけない、しゃ

べる時だけマスクをずらさなくてはいけない、これ

らはクラスターの発生を抑えるために必要です。で

すが、今年は一歩前進した内容が提供できるように

工夫したいと考えています。 

 

ドライバー石原の園芸日記 
 

さわやかな初夏を迎えて、花も野菜も一年で一番活発

な季節です。春野菜の収穫を終えていよいよ夏野菜で

す。皆さんに人気の高い、きゅうり、ゴーヤ、ミニト

マトは勿論ですが、今年はかぼちゃにも挑戦しようと

思います。是非応援してください。お花も満開とな

り、屋上の散歩コースを色とりどりに飾っています。

ご入居者様にはぜひとも鑑賞していただき、野菜の収

穫にもご参加いただきたいです。 

写真＝マルエツまで買い物にいった後の様子(2022年5月6日) 


